CORONA 

ロンブレツイブ） セラ5ツクサ□ン 


取扱説明書 


CDH-104R 



このたびは、コ□ナ亡ラ5ツクサ□ンをお買い 
あげいただきましでありびとラございました。 
ご使田になる前にこの取扱説明書をよくお読み 
になり、それぞれの1生能を十巧にお怕得になつ 
たラ元で正しくご使巧くださし、。 

なお、お読みになった後ちお使いになる方びい 
つでも見られる巧に「な証書」とともに大切じな 
管しでください。 
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国仕様 

(50/60 HZ ) 


型 す 

CDH -104 R 

運 輯控分 

'S 風 1 陈 湿 

温 風 

使巧可能室温（目安） 

5〜3日。 C 

2己で总下 

電 源 

単中目10 0V 50/60HZ 

消費電力 W 

275/320 

1230/1230 

冷風能力 kW { kcal / h ) 

0.87/0.98(750/840) 

— 

— 

陈 湿 量 

0.62/0.72 (L/h) 

10/12 (L/d) 

— 

陈湿タンク客量 

約2.日 L で呂動停止 

安全装置 

温度過昇防止器（サーモスタット、温度ヒューズ） 

がお寸法 mm 

冒さ66日X幅2日日X奥巧360 

重 量 kg 

18.7 


■ち風能力は、室温30で、相対湿度7日％、強 
風運転の値です。 

■除湿能力は室温27て、ホ目巧湿度60%を持続 
する室内で運损した数値です。 

■温風特性は、室温20での値です。 

■化様は、別売品(が熱ダクトなど)を取り付け 
ないとさの値です。 

■製品は改良のため化様の一部び変わることび 
あります。 

■長期間ご使巧にならないときは、電源プラグ 
をコン它ントから振いでください。 

運転を「停止」しでも約1ワットの電力を消 
費します。 
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a まを上のごま意 


■ご使用前に、この「安を上のごミち意」をよくお読みのラえ正しくお使いくださし、。 

■ここに示したミち意事頂は、まをに関する重大な巧客を記載しでいますので、必す守っでください。 

表示と意巧は巧のよラになっでいます。 

誤った取り扱いをしたときに、死こや重傷などの重大な結果に結び巧く巧能性び大きいもの。 
A 注意 誤った巧り扳いをしたときに、がミ兄によっては重大な結栗に結びつく巧能性があるもの。 


給表示の例 


A 

0 

〇 


么記号はを意を促す巧客びあることをちけるちのです。 

図のかに具体のなを意内容(ち図の場合は一般のなを意)びおかれでいます。 

( S ) 記号は禁止の行為であることをちげるちのです。 

図のかや巧傍に具体のな禁止巧客び描かれでレます。 

〇記号は行為を強制したり指示するの容をちげるちのです。 

図の申に具体的な指示の客(だ図の場合は一般的な行為の指示)び描かれでいます。 


■お読みになったをは、お使いになるちびいつでも見られる所に必すな管しでください。 


A 注意 


水平で丈夫な場所で使用ずる 

ご使南中に它ラミツクサ日ンび倒れる 
との部のかが室のに浸水しで家財など 
を妃らしたり、感電や漏電乂がの原因 
になることびあります。 



巧し入れ-家具のすきまなど狭い 
場所で使巧しない 

風通しび悪くなり、発熱-発义の原因 
じなることびあります。 


〇 



水のかかりやずい場所で使用しな 
い 

感電や漏電乂災の原因になることがあ 
りまず。 



油-可燃性ガスのもれる恐れのあ 
る場所へは設置しない 

巧一ちれでじラミツクサ□ンの周固(こ 
たまると、発义の原因になることびあ 
りまず。 


セラミックサ□ンの上に花瓶など 
水の入った容器をのせない 

じラ S ックサ□ン巧部に浸水しで電気 
絶縁び劣化し、感電や漏電火がの原因 
じなることがありまず。 



屋内専用、直射日光のあたる場所 • 
雨風のあたる場所で使用しない 

過熱や感電-漏電乂災の原因になるこ 
とびあります。 




美術品や学術資料などの保存など、 
特殊用途には使用しない 

保を品の品質低下の原因になることび 
あります。 

沸 



連続排水する場合はホースの巧れ 
巧びり•落差などにま意し、確実 
に排水ずるよラにする 

巧部の水が室のに浸水しで家財などを 
地らす原因じなることびあります。 



排水ホースを使用ずる場合は、ホ 
ースの周囲がか点下にな！5ないよ 
ラにずる 

ホースの部のかが’凍結し、じラ S ツク 
サ□ン内部の水が’室内に浸水しで家貝才 
などを妨らず原因になることがありま 
す。 
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y 


設置について 




























A 警告 


電源プラグは、ほこりが付着して 
いないか確認し、びたつきのない 
よラに根もとまで確実に差し込む 

ほこりび巧着したり、接続び不完をな 
場合は感電や义災の原因になります。 


〇 



電源コードのを中での接続、延長 
コードの使巧、他の電気器具との 
タコ足配線はしない 

感電や発熱-义巧の原因になります。 



電源コードは、破損させたり、 
加工したりしない 

感電'义おの原因になります。 

電源コードは、重い物をのせたり、如 
熱したり、弓 I っおったりすると破損に 
つなびります。 



電源プラグの巧を差しによりセラ 
ミックサ□ンの運転や停止をしな 
い 

感電や义巧の原因になります。 



電源コンセントはおず専用回路を 
使用ずる 

電源回路容量不足など配線に不備打’あ 
ると漏電や义災の原因になることびあ 
りまず。 〇 


交流10 0 V むがで使わない 

定慢挡がの電圧で使巧すると感電や乂 
がの原因になることがあります。 

视 



空気の吹出□や吸込□に指や棒な 
どを入れない 

内部でフアンび高速回輯しでおり、ク 
ガの原因になりまず。 


長時間冷風を身体に直接あてたり、 
をし過ざ(温め過ぎ)ない 

体調悪化-健康障害の原因になります。 




スプレーなどの宙を本体の近くに 
置かない 

爆発や乂がの原因になります。 



乳幼巧や身体の不自由な方は、単 
独では使用しない 

やけどの原因になります。 


発熱器具の近くに置かない 

樹脂部分び遣けで引乂する恐れか‘あり 
ます。 





リモコンに使用しているボタン電池 
をはずした場合には、幼おなどが誤 
つて飲むことがないよラに管理する 

万一軟みこんだ場ちには、直ちに医師 
にご相談ください。 


〇 


安全に使つていただくために 


且 



























お手入れのとをは必ずスイッチを 
「停止」にし、プラグち巧く 

巧部でファンび高速回輯しでおりまず 
ので、クガの原因じなることびありま 
す。 _ 

，な、 



長期間使用しない場合は、ををの 
ため電源プラグをコンセントか日 
巧< 

感電や漏電义巧の原因になることびあ 
ります。 


m 


水気のをい場所など、設置場戸斤に 
よっては アースが が要 

アース線はガス管-水道管-避雷針- 
電話のアース線に接続しないでくださ 
い。 

アースび不完全な場ちは感電の原因に 
なることがあります。 


e 


セラミツクヴ□ンの風が直接あた 
る巧で燃焼器具を使わない 

燃焼器具の不完全燃焼の原因になるこ 



空気の吹出□や吸込□を巧などで 
ふさがない 

風通しび悪くなり発熱-発乂の原因に 
なることがあります。 


セラミックヴ□ンの上にのったり、 
腰掛けたりしない 

落下-輯倒などじよりブ万の原因にな 
ることがありまず。 





セラミツクサ□ンを水ないしない 

感電の原因になることがありまず， 

■ 沸’ 



空気の吹出□には手を触れない 

空気の吹出□は、温風運転時に熱くな 
りまずので手を郎れないでくださし、。 
やけどの原因になることびあります。 


電源プラグを抜 < ときは、コード 
を引っ張日ない 

電源コードを引っ張って扳くと、巧線 
の一部が削線しで発熱-発乂の原因に 
なることびあります。 




移動ずるときは必ず運転を停止し、内部のタンクの 
水を捨てる 


内部のがび室内に這水しで 
家財などをぬらしたり、感 
電や漏電义おの原因になる 
ことびあります。 


〇 



長時間連続で使用ずるときは、特にフィルターや排 
水ホースなどを定期的に点検ずる 

過熱や漏水の原因になることがあります。 


〇 


修 

理 

に 

二) 

い 

て 


1 A 警告 1 

異常時(こげ臭いなど）は、運面を停止して電源ブラ 

修理は、お買いあげの販売店またはコ □ナ お客様ご 

グを抜き、修巧を依頼ずる 

相談お□に依巧ずる 

異常のまま運転を続けると故障や感電-乂がなどの原因に 

修理に不備びあると感電-义がなどの原因になります。 

なります。 

OlSf 赢 

[を 

の遅& ‘ 


A 注意 


安全に使つていただくために 


a 



























m 知っておいていただをたいこと 

■ち房機ではありませんので部屋を化をちやすことはできません。ち風運転されるときは、化す窓を開けでご使用く 
ださい。 

■ 閱めきった部屋で;ち風運転すると圧縮機の放熱により室温び多少上昇します。 

■ 直射日光のあたるお部屋で使庙する場合は、カーテンや日よけをしでいただくと;ち風効果びあびります。 

■除湿運転をするとさは、お部屋を閉めさったが態でご使田ください。 

■ 吹化グリルから除湿された;ち風び、 f 非熱ブリルから温風び化ますので、室温び多ル上昇します。 

■ 風があたって不快なときは、機具を横にむけるか、いったん運転を停止するかなどしでお使いください。 

■ち風•际湿運転の使用可能室温は「5~35で」です。 

■ この製品は自動霜取装置を巧嵐しでいます。ち風' 除湿運転時室温びほ下しで、冷却器に霜び付くと霜取運おとなり圧縮機び 
停止します。霜取び完了しますと圧縮機は再び動きます。 

■ ち風運転時已でな下のところで使田しますと、除湿水が凍結し机水できなくなり、水ちれすることびあります。 

■ 35でな上のところでは、機械に無巧がかかり正萬に運転できないことびあります。 

■温風運起はに S ’ CUTFJ の室温でご使用ください。 

■温風運転時、の出□同迈の高温部に手を幽れないでください。やけどの原因になります。 

■温風運転時、の化□をふさいだり、吸込□フィルターび目ブまりすると、過熱防止サーモび巧動し運転び停止することびあり 
ます。 

■ 「温風運乾でお部屋を体を暖めることはできません。 

■吸込□や吹出□をふさか’ない場所に設置します。 

堅-障害物から 50 cm )^ 上はなしでくださし、。 

■力ーテンやふとんなど燃えやすいちののおくで運起しないでください。 

■ち風-陈湿運転を停止しですぐに再開しでも、機械にむりびかからないよラにな 
護装置か’ついています。約3分間送風運転を続けた後、自動的にち風（除湿）運 
起にのり換わります。 

■機具は絶対に横倒しや逆さにしないでください。巧障の原因になります。 


■お客様自身での修理または、改造は絶対におやめくださし、。 

■アル-フィンについで 

■ 熱交換器に使巧しでいるアル吉フィンは性能向上のため、樹脂の表面処理を実胞しでいます。 

鋼管の□一なけの際の熱により一部を色をしでいますび、性能および耐貪性など何ら影 a ありません。 



0ごほ用前の準備 



運転する前に包装用テープをはすし、エアフィルターと除湿タンクび入つ 
でいることを確認しでくださし、。 



&就 ■テレビやラジオから1 mU 上はなしでください。電波障害の原因になります。 

■めれた手でスイツチを操1乍しないでください。感電の原因になることびあります。 








































5 を停止します。 


り換えをおこないます。 

タイマー運乾中はタイマー時間表示し 
で©©ボタンで1時間からじ時間 
まで1時間をのでタイマー時間ののり 
換えびできます。 



風量切換ボタン 

ルーバーび左ちに動きます。 

もラー度押すと動きか‘停止し 
ます。 


風の強さび「強風」「弱風」「微風」の3段階に還べます。 

温風運転時は風量に脑じでヒーター電力も祝り換わりまず。 
階風「弱風」……1200 W 
「微風」 . 800 W 


運乾切換ボタン 


胃止ボタン 


百操作部のなまえとはた6を 


滿水ランプ 


お湿タンク打‘満水になると、運乾を厚止しで 
ランプび点打します。 

が)已秒間ブヴーヴ鳴り満水をお班らせします。 


運転切換ランプ 
風量切換ランプ 
リズム風ランフ I 


タイマ T 表示ランプやず日ざ運転ランプ 



IONA ゃ备 C 


" I 宝弱微^""|^1風除湿进4 

〇 0 〇 〇 〇 〇 


運転ランプ 


® @ i ® 

おはようおやすみ A トトル-パ-リブム風風量切換 ち風運お 停止温風運転 

' —I I つ一をけ I I _ 



因各部のなまえとはた6を 

WM . _ 


操作部 




•..0 


〇な化〇 


カードリモコン 


吹出グリル 


左石 ルーバーと 上下 ルーバー 
で風向を調節します。 


U モコン受信部 


前とび6(除湿タンク） 


運輯中[こ出る除湿がびたまり 
ます。 


移動用キャスター 



属品 


カードリモコン1個 

リチウム電池1個 

転倒防止を具1個 お巧専巧ネジ2本 


••■C 

¢0 
■ e/v 止 


\ CR 2025 / 

或 


ク〇 

=〇 

■■田« 



cr"o 

* 3 よ3 ■III 石ウで A 

^当と 一 - J 



■カードリモコンについでは6ページを参照ください。 

■付属品は禪包材の発砲スチ□ール(上部)に収細されでいまず。 


ンとご 
飼が巧 S 
I 跡娜 I 。 
M かンのす 
にれ夕 f ；； ま 

蒜耐證 

f に運 J こ 


ま 


さ。風湿お 


引とすち除を 
車貪たI 一 r 一こ 


るまに r 之 

…記神刷 g 


















































































































































































回カード U モコンのなまえとはた 6 を 



■カードリモコンでのタイマー時間の設定聖更はできません。 

■「運輯切換」「リズム風」「タイマー時間の設定蜜要」の操作は、本体の操作部でおこなつでください。 

■カードリモコンは必ず本体に向けで操作しでください。 

■カードリモコンを投げたり、碧としたりしないでください。また、水などをかけたりしないでください。 
■力ードリモコンを直射日光のあたる所や、ス I ブなどの近くに置かないでください。 

■受信部(本体）じ直射日光があたる場含、正しく作動しないことびあります。カーテンなどでさえぎつでく 
ださい。 

■電子式点巧ち式の壁光なやコードレス電話のある部屋では、信号を受なけない場含が'あります。 

あらたに莖光灯や電話をお買い求めになる場含は販売店にご相談ください。 


因カードリモコンの取扱い 

カードリモコンの裏面は磁扫巧ですから、使わないときには器具本体におり巧けできます。 

力ードリモコンをご使用の前に 

同徊の電池を「カードリモコンの電池交撰 J のち法で入れでくださし、。 

力ードリモコンによる運転について 

■カードリモコンの送信部を本体の受信部(こ向けで操作しでください。 

■ボタン操作をしたときは、受信部（ピッ音)で信号の受なけをお知らせします。 

■操作できる距離は受信部の正面(こカードリモコンを向けたとき約曰 m な内です。 

■送信部と受信部の間に信号をさえぎる物びあると動作しません。 

カードリモコンの電池交換 〔使用電池：リチウム電池 CR 2025〕 



電池び消耗すると動作し(こくくなります。電池を交換しでください。 


★部分を在に押し巧けながら 
電池クースを引さ出します。 





電池クースの©の剔巧と電池の+極を含わせ 電池クースを巧しこみます。 


で入れます。 

(電她の+極と一極を間 
違えで挿入するとリモコ 
ンび作動しません。） 




位知 電池は誤った使いかたをしますと液もれや破れつすることがありますので、つぎの点についで特にごま意ください。 

■ + と 一をショー トさせないでください。 

■長期間ご使巧にならないと舌は電姐をおり化しでおいでください。 

■方一液ちれび起こったときは電池ブースのちれをよくふき取っでから新しい電池と交換しでください。 










































































回運面のしかた 

一度運転すると、その運転内容びマイコンに記憶されますので、つぎからは運転切換ボタンを巧すだけで同じ運転び 
できます。停電びあったあとや電源プラヴを巧いたあとに運転をおこなラ場合は、ちラー度操がをやり直しでください。 
除湿タンクび満水になると、自動的に運転を厚止しで満水ランプがな灯します。 


冷風運転 

Ss 

電源プラグをコンセントに差し込みます。 

-■み- 

冷風運転ボタンを押します。 

■運転表示ランプが’点なしで運輯を開始します。 

■「冷風」「陈湿」「送風」のいすれかを選びます。 



々- 


風量切換ボタンで「強風」 r 弱風」「微風」のいずれか 
を選びまず。 


強弱做を風除湿を風 

〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 



-〇- 

r 才ートルーバー 」 r リズム風 Jr おやずみタイマー j 
r おはようタイマー」をお好みに応じて設定します。 

やめるときは . 

停止ボタンを巧します。 

■運転表示ランプが消えで運転を停止します。 



回リズム風 


温風運輯_ 

電源プラグをコンセントに差し込みまず。 

-■ク- 

温風運転ボタンを巧しまず。 

■運転表示ランプが'点灯しで運輯を開始しまず。 



-〇- 

風量切換ボタンで r 強風 J r 弱風 J r 微風 J のいずれか 
を選びまず。 

■風量に脑じでヒーター電力ち切り換わります。 

「強風] r 弱風 j . 1200 W 

「微励 . 800 W 


強弱微巧風お湿を風 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 



r 才ートルーバー jru ズム風」 r おやすみタイマー」 
「おはようタイマー」をお好みに応じて設定しまず。 


やめるときは . 

停止ボタンを巧しまず。 

■運転表示ランブか’;'肖そで運転を厚止します。 



自がにおい風となります。ちラー度巧すと風量 


ち画-送風運転中に、リズム風ボタンを巧すと自動のに風量び変化し、 
切換の設定風量に戻ります。 


風量切換「強」の場合 


強 

つ弱 r 

強 

弱1 ~ 

(4 秒） 

一 L (4 秒）」 




風 量 切換「弱」の場合 


弱 

樹 1 

弱 

澗1 

冊） 

(4 砂） 




風量切換「微」の場合 

脚 微 I 信止 r 

脚か） 卜2秒 )I 


应=!^ ■温風運起'除湿運転時はリズム風になりません。また、陈湿運転は風量ののり換えびできません。 


































































巧]風向調節 

冷風-温風効果をより高めるために風向をルーバーで調節しでください。 

左ちルーバー讨ートルーパー ） 上下ルーバー 


お®みし含ねせで、左ちし連続しで風向を変えたり風向上下ルーバーのレバーを持つでまで調節します。 
を自由な位置で止めたりすることができます。 



& 3 ^ ■温風運転時、吹化□周のの高温部に手を魄れないでください。やけどの原因になります。 

■左ちルーバーは必ずオートルーバーボタンで操作しでください。まで無理に動かすと破損する恐れび 
あります。 

■暮いとさなど風び気になるとさは、直接身体にあたらないよラに本体の向きを変えでください。 


田タイマー運面 

1時間単位で最大12時間までおやずみタイ7— がじットできます。1度じツトするとな回からは同じタイ7—運転が 
できます。お招みの運転が態にしでからおこなつでくださし、。 

おやずみタイマー（運転一停止）のセット 


おやすみのときなど、お望みの時間樓じ運転を停止させたいときに使います。 



おやずみタイマーボタンを巧しまず。 

■タイマー含せにタイマー設定時間が表示されます。 



® ©ボタンを巧しまず。 

■タイマー含せ©©ボタンを巧しでお望みのタイマー時間を設定します。 

時間設定範囲「]〜12時間」 

■設定時間か‘経過すると運転を停止しまず。 

時間の経過ととちに表示時間び変わり、残り時間を表示します。 


停止させたい 


■停止ボタンを巧しまず。 



タイマー運転中変更したいとき 

I 時間を変更し 

■ ©©ボタンで、設定時間を変更しまず。 

変更した時点から新しい設定時間で動1 乍しま 
す。 



[連続にしたい 


■おやずみタイマーボタンを巧し 
まず。 

タイ7— 合せ表示か‘消灯し連続運転 
になります。 



■停止中はおやすみタイマーの t ットはできません。 


































































おはよラタイマー（停止^運輯）のセット 


おめざめのときなど、お望みの時間後に運転を開始させたいときに使います。 



おはよラタイマーボタンを巧しまず。 

■タイマー含せにタイマー設定時間び表示されます。 



©©ボタンを巧します。 

■タイマー含せ©©ボタン对甲しでお望みのタイマー時間を設定します。 

時間設定範囲「1〜12時間」 

■設定時間び経過ずると運輯を開始します。 

時間の経過ととち(こ表示時間び変わり、残り時間を表示します。 


- タイマー運転中変更したいとき - 

時間を変更したい 

1タイマーをやめたい 

■ © ©ボタンで、設定時間を変更しまず。 

変更した時点から新しい設定時間で動作しまず。 

験 Q ◎ ◎ 

おはよラおやすみ^^-/クバ—リスム圃風量のを 

■おはよラタイマーボタンを巧します。 

タイマー合せの表示が消なし厚止します。 

QP — i © © © 

四 トトル-"- 麵風量切換 




ぉゃすみ^ぉはょぅタィマー（運輯^停止^運転）のセット 


おやすみのときなど、お望みの時間後(こ運転を停止させ、さらにおはよラタイマーで運輯を開始させる場含(こ使います。 



おやずみタイマーボタンを押しまず。 


■タイマー時間を設定します。 



おはよラタイマーポタンを巧しまず。 


■タイマー時間を設定しまず。 

■おやすみタイマー時間が経過すると運転を停止し、さらにおはよラタイマーの 
設定時間が'経過すると運転を開始しまず。 


【例】2時間後に停止させ、10時間後に運転を開始させたい場台 


2時間後に停止… 
おやすみタイマー 

10時間後に開始… 
おはよラタイマー 


三' 


タイ 7 ■させ 


10 


タイ 7 —ちせ 


時間 

)1 : 

>3 4 5 6 7 8 91 

1111111 

。 V ip 僵 ill ) 

おやすみタイマー 

運転 

厚止 


おはよラタイマー 


運転 


r 

タイマー運転中変更したいとき 


停止させたい 

1時間を変更したい1 

タイマーをやめたい 

国停止ボタンを巧します。 

■ @ ©ボタンで、設定時間を変更しまず。 

変をした時点から新しい設定時間で動作しま 
す。 

■おはよラタイマーボタンとおや 
すみタイマーボタンを巧しまず， 
タイマー合せ表示が消口し停止します。 

を風除湿送風 

〇 0 0 〇 

◎ %© 

を曲運を 停止転^ 

3 時予 CORONA や^らぎ 〇 

/7 齡〇 ◎ 

識ベ"- 痛 

満水 同時予約 CQJIQ 
































































旧やず 5 ぞ運お 

おやすみのときなど、はなれたところからリモコン操作でやすらぎ運転をおこなラことびできます。 

やすらぎ運転は、お部屋の温度を検知しながらリズム風と静かな微風でタイ7—運転し、4時間後に自動のに運転を 
停止します。 

やす！5ざ運乾のしかた 


CORONA 

カードリモコンのやず 5 ざボタンを巧しまず。 

r @ 

やすら音 

み毎 

■本体のやすらぎランプび点なし、タイマー含せに 4 時間のタイマーが表示しまず。 
やすらぎ運転時間び経過すると運転を停止します。 

VO 

才ートルーい一 

パ 

-0 

風量切換 


CORONA やき 



タイ7—合せ 


◎ 

才ートルーバー 


やめるときは 

■再度、やず5ざボタンを巧しまず。 


やずらぎ運乾のしくみ_ 

温風-冷風-送風の運転モード(こ応じで静かな微風でタイマー運転をし、さら I こ室温を横知しなびら自然 I こ近いやす 
らぎリズム風をお届けします。効果をより高めるために風向をルーバーで調節しでください。 


mmmm 


室温を検巧 



やすらぎ 1時間 
運輯開始 


3時間 4時間後 

に運拉停止 


倫巧扇 



1 

1 ん 

室温を検知 K 


<: 

\ 

/ 

微リズムち風 

1 Nr 
1 

1 

V 

風時は、 

'v 掛1 J 

糊リブム送風1 

微リズム送風 

1 

1 

1 

1 



■ -1- 1 -1- ■ 

やすらぎ 1時間 2時間 3時間 4時間を 

運転開始 に達転停止 


微温風運輯を1時間おこない、その棲室温を検知し 
なびら微温風運転の入-切運転をします。 


■室温び約1日〜17でをさかい(こしで、室温が高い 
と言は運転を停止し、おいと舌は微温風運起をお 
こないます。 


微 I 」ズムち風運転(送風時は送風)、微リズム送風 
運転を各1時間おこない、その檀室温を横知しな 
がら微 I 」ズム送風運転をします。 

■室温び約26〜28でをさかいじしで、室温び高 
いとき微リズム送風、室温びおいとさは、ゆつ 
くりとした微リズム送風 (3 砂 ON 、 10秒 OFF ) 
になります。 


■陈湿運転時はやずらぎ運転にはなりません。 
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I 除湿化の処理 


除湿タンクび満水になると、自動自勺に運転を停止しで満水ランプろ s ' 点灯します。 
約5秒間ブザーが鳴り満水をお知らせします。 


除湿タンクの水の捨てかた 



前とびらのち側を手前に引さ、開きます。 



除湿タンクのとつで部を持ち、水びこぼれないよラに引き出します。 



■除湿タンクを取り出すときは、必す運転を信止し、電源プラグも巧いでから取り出しでください。 
■運転停止直後に除湿タンクを引き出しますと、ホースに残っているドレンがびこぼれ落ちることび 
ありますので2〜3分待っでから引き出しでくださし、。 

■水を捨てでから再度タンクを t ットするときは、ホースのの置を確認しでください。 

■機具を移動するとさは、運輯を停止しタンク内のかを捨てでから、静かに移動しでください。 


連続排水する場台 


連続排水をしたい場ちは、巿版のホースを使用しでが水することびできます。 


■機具ち側面の連続排水□を突き破り、タンク上部のホースに巿版のビニールホース(内径9〜 10 mm ) を接続し、突さ 
破った巧にホースを适しで排水しで < ださい。 

■ホースの接続は図のよラに機具のホースをカットしでからおこなつでください。 




■ホースび途中で巧れ巧びらないよラに;ち意するととちに、巧下りの勾配をつけで確実に排水するよラ 
に配管しでください。 

接続部はテープをきき、化もれしないよラミ主意しでください。 

■狭い場巧でのカッター1 乍業などは、ケガにを意しでおこなつでください。 









































国を風運括時の排熱処理方法 

別売の}非熱ダクト HD -70 およびダクトパネルを使巧しますと、運転時の}非熱を室外に出ずことができます。 

^ダクトパネルには取り付け可能な窓高さ寸法により、つぎの4種類があります。 

■ 標準ダクトパネル (HDP-70) . 窓高さ 82.5 cm 〜 133 cm の場含 

■ 長窓用ダクトパネル (HDP-100) . 窓高さ 133 cm 〜 162 cm の場含 

■ テラス窓巧ダクトパネル (HDP-180) ……窓高さ 162 crn 〜200 cm の場含 

■ ル窓用ダクトパネル (HDP- 日 0) . 窓高さ72.日 cm 〜 83.5 cm の場含 

(ダクトパネルのカットで 40 cm まで取り付け巧能） 


排熱ダクトだけ使用する場合 


■が熱グクトの巧 EP のあるちを巧にしで、の’②の順で取り巧けます。 
■排熱ダクト先端を室外へ化しで排熱します。 


排熱ダクトとダクトパネルを使用ずる場合 



室》い 


■ダクトパネルを窓へ取り巧けます。 

■が熱ダクトをダクトノ ルのダクト受け部へ差し込み、排熱します。 
■ダクトパネル使巧時はパネルを面の窓を開けでご使巧ください。 



■エアコンのよラにお部屋を体を;ちやすことはできません。 

■お部屋を除湿する場さはダクトをはすし、窓を閉めで除湿運転をしでください。 

■が熱ダクトをお使いになるときは、「強風 J または「弱風 J でお使いください。 

「微風]または「除湿運転 j で使田した場合は、な護装置びはたらいで;ち風運乾び停止することびあります。 
■風雨び強い場合は運転を停止し、窓を閉めでくださし、。 


阳付属品の取付方法 

巧一の輯倒をさけるため「乾倒防止金員 J をつぎの要領で取り付けでご使用ください。 


機具ち側面下部のネジ2本をはすしでください 


で 

転倒防止金具を付属の取付専巧ネジ2本でしっかりと取り付けでくださし、 
ネジは、ドライバーを使巧し確実に締め付けでください。 



アース について J 

水譯気び巧満するところや水気の多いところで使巧ずる場含は、ち一 

111111111111111111 

1111111111111111 

111111111 


漏電したと音におこる感電を防止ずるために、本体背面のアースネジ 
にアース線を接続しでください。 

M 


■水道管やガス管、電話や避雷針のアース線には絶対に 



-アース ネジ 

接続しないでください。 ® 

な 
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お手入れのしかた 


~ A 汪思 

〇 お手入れをするとさは、必ず運転を厚止し、電源ブラヴち巧いてからおこなつでください。 

内部でファンび高ま回転しでおりますので、クガの原因になります。 


エアフイルターのお 手入れ 



2週間に一度はお手入れをしでください。 

エアフイルターにほこりびつまると風量び減かし、能力びほ下します。 


吸这ヴリル下部のつまみをつまんで上に弓 I さ上げ、手前に引さなびら取りはず 
しでください。 


「フイルター巧え J をたねませではすし、フイルターを取り化しでくださし、。 


掃除機を使用するか、軽くたたいでください。ちれのひどいとさは、中性洗剤 
を清かしためるま湯か化で洗ラと効果びあります。 

洗ったをは、よくすすぎ、日陰で乾かしでからもとどおり取り巧けでください。 


■エアフィルターをはすしたまま運転するとごみび付着し、故障の原因になります。 
■製品は必す正立で運搬-保管しでください。 


掃除機などでお手入れ やわ5かい巧でか5ぶき 


吸込□を掃除するときは、□ングノズルでおこなつでく やわら力、い巧で力、らぶきしでくださし、。 

ださし、。 


40° Ciy 下のお湯を使う 

^ 呈 臣- 一 . 1 

4日で]^<(上のぉ湯は使わないでください。 
変おすることびあります。 


長期間使わないとを 


揮発性のちのは使わない 

ベンジン-シンナー、みがき粉、 

化等ぞラきんなどを使巧すると 
変形や割れることがありますの 
で使巧しないでください。 



■半曰ほど送風運転をしで内部をよく乾燥させる。 

■運転を停止し、電源ブラグを抜く。電源コードは排熱ブリルのコードフックに巻き付ける。 
■除湿タンクの水を捨てる。 

■エアフィルターを掃除し、ちとどおり I こ取り付ける。 

■やわらかい巧でからぶきする。 


コードフック 


点検整備のおすすめ 



t ラミツクサ□ンを数をご使用になりますと内部びちれ、能力びほ下ずることびありまず。 
通常のおま入れとは別に点お整備をおすずめします。 

点検整備は、お買いあげの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご相談ください。 
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このよ 5 なとをには 


修理-サービスをお申しつけになる前につぎの点をお調べください。 


をが 

原 因 

処 置 

運乾しない 

電源プラヴびはすれでいませんか？ 

電源プラヴを確かめでください。 

ヒューズ、ブレーカび切れでいませんか？ 

ヒューズ、ブレーカを確かめでください。 

除湿タンクび満水になつでいませんか？ 

タンクの水を捨てでじットしでください。 

停電ではありませんか？ 

停電かどラか確かめでください。 

運輯しでいるび 
冷風びでない 

運転停止澄、再運転まで3巧掛上たつでいますか？ 

保護装置びはたらいでいます。3巧が上たでば運転を再開します。 

室温び1日で拭下になつでいませんか？ 

霜取運転中です。霜取び終3すると運転を再開します。 

運転切換ボタンび「送風」になつでいませんか？ 

「;ち風」「除湿」の位置に含わせでください。 

冷風-陈湿能力 
び低下した 

エアフイルターびほこりや Zf ミで目ブまりしでいませんか？ 

エアフイルターを掃陈しでください。 

排熱ブリルびふさがれでいませんか？ 

壁-障害物から日日 cm 拭上はなしでください。 

室温びおくありませんか？ 

室温びおくなるにつれ、陈湿量はかなくなります。 

陈湿麗は湿度によっても変わりますび、特にお湿度(40%な下） 
では除湿できません。 

風量び研り換わらない 

運転研換ボタンび「陈湿 J になつでいませんか？ 

「;ち風」または、「送風」の位置でのみのり換えられます。 

音び大きい 

不安定な揚巧で使つでいませんか？ 

水平でで夫な揚巧でご使巧ください。 

エアフイルターびほこりやゴ=で目ブまりしでいませんか？ 

エアフイルターを掃除しでください。 

音びする 

運転中や停止直渡にシュルシュルと水の流れる音びする。 

内部の;ち媒（液）の流れる音です。異甫ではありません。 

温風びでない 

帯風運輕の停止澄に、温風運転への祝り換えで3分が上た 
つでいますか？ 

保護装置びはたらいでいます。 

3巧拟上たでば運起を再開します。 

室温び高くありませんか？ 

吸込-吹出グリルびふさがれでいませんか？ 

(この揚含、温風ランプび早い点;励をします。） 

過熱防止サーモびはたらいでいます。 

しばらく诗っでから、再運転をおこなっでください。 

風量びかない 

エアフイルターび骨こりやゴ=で目ブまりしでいませんか？ 

エアフイルターを掃陈しでください。 

吸込グリルびふさびれでいませんか？ 

障害物をとりのぞいでください。 

温風時は化の運転に比べ風量びさびります。 


ランプび点巧しでい 
るび運輯しない 

おはよラタイマーびじットされでいませんか？ 

おはよラタイマーび亡、ソトされでいるとき、運乾ランプなど 
他のランプち点むし、運転を停止します。 


つぎの症状のときは、ただちに運転を停止し、電源プラグを抜き、販売店へご連絡ください。 
■ヒューズやブレーカびた强たび研れるとき 
■電源ブラヴやコードび異常に熱いとき 
■電源プラグやコードの被覆び破れでいるとき 
■スイッチの作動び不確実なとさ 


の修理•偏正 

修理サービスについて 

■冷温風磯の補修巧性能部品の保有期間は製造巧の後9年です。 

補修巧性能部品とは、その製品の磯能を維持するために必要な部品です。くわしくはお買いあげの販売店またはおおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
じご相談ください。 

■保証期間経過後の修理についでは、販売店にご相談ください。修理によって機能か’維持でさる場含は、お客様のご要望によりち料修理いたします。 


■誤って貢枚)や水を入れでしまった、本体を倒しでしまったとぎ 
■使用中に異常音か’するとき 
■その他、異常のあると妾 


イ度理を依頼されるときは 


異常びあるときは、運転を停止しで電源プラグを巧いたのち、お買いあげの販売店にご連絡ください。 
ご連絡の際には、つぎの己点をはっきりとご連絡ください。 


: S し;謡-)日 I 保証書をごらんくださし、。 

■古夕障巧客（表示部び点滅しでいるかを腫認しでください) 


■ご住所-ご氏ち-お電話番号 
■訪問ご希望曰 


保証書について 


このコ□ナ亡ラミツクサ□ン[こは「保証書」び巧いでいます。 

■保証書はお買いあげの販売店でお寢しいたしますので、必すお受け取りください。巧一故障した場含(こは、保証書記載の客により、保証期間巧 
は無料修理いたしますので、保証書記載巧客をご蹈認のラえ大巧に保管しでください。 

■保証書にお買いあげ曰、販売店咨など所定事頂の記入びないと有効とはなりません。ちし記入びないときは、すぐにお買いあげの販売店にお巧 
し出ください。 

■このコ□ナ它ラ S ツクサ□ンのな証期間はお買いあげいただいた曰から1を（ただし、冷却装置の保証期間は3を）です。 

保証書の記載内容じよ0お買いあげの販売店か’修理いたします。 

その他詳細は保証書をごらんください。 


■ Ma ミ亂ゴあ'客様ご相談窓□-觀をごらんください。 
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